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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
脱窒槽の内部に独立栄養性脱窒菌を充填し、脱窒槽（２）に供給する原水中のアンモニア
性窒素を窒素ガスとして連続的に除去する脱窒装置の微生物担持体において、培養したア
ナモックス菌（６）を担持シート（９）でろ過した後、ろ過面を内側にして円柱状に巻き
回し、所定の幅で切断してロール状担持体（４）を構成することを特徴とする微生物担持
体の製造方法。
【請求項２】
脱窒槽の内部に独立栄養性脱窒菌を充填し、脱窒槽（２）に供給する原水中のアンモニア
性窒素を窒素ガスとして連続的に除去する生物脱窒装置（１）において、片面にアナモッ
クス菌（６）を付着させて円柱状に巻き回した所定の幅のロール状担持体（４）を脱窒槽
（２）に配設し、ロール状担持体（４）の外周面を脱窒槽（２）に内接させたことを特徴
とする生物脱窒装置。
【請求項３】
上記ロール状担持体（４）を上下に通孔（５ａ・・・）を有する押え板（５、５）で挟持
して、脱窒槽（２）に内設したことを特徴とする請求項２に記載の生物脱窒装置。
【請求項４】
上記押え板（５、５）で挟持したロール状担持体（４）を所定の間隔を空けて脱窒槽（２
）に多段に配設したことを特徴とする請求項３に記載の生物脱窒装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アンモニア性窒素と亜硝酸性窒素とを、独立栄養性脱窒菌（アナモックス菌
）により窒素ガスに還元する微生物担体の製造方法並びに脱窒装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、排水処理の分野において、アンモニア性窒素と亜硝酸性窒素とを、独立栄養性脱
窒菌であるアナモックス菌により窒素ガスに還元する処理が行われている。この菌を利用
した窒素除去反応はアナモックス反応と呼ばれており、従来の硝化、脱窒法よりも効率の
良い窒素除去を行うことができることが知られている。
【０００３】
　図５は従来のアナモックス菌を用いた窒素除去システムのフローである。アンモニア性
窒素を含有する原水は、部分亜硝酸化槽に導入される。原水中のアンモニア性窒素は部分
亜硝酸化槽でアンモニア酸化細菌による好気的硝化反応によって一部が亜硝酸性窒素に酸
化される。次いで沈殿槽で夾雑物等を除去した後、生物脱窒槽に導入され、嫌気性条件下
でアナモックス反応により窒素ガスに還元される。
【０００４】
　アナモックス菌は独立栄養性であるため、有機物の供給が不要であることの経済的な利
点と、菌転換率が小さく、余剰汚泥の発生も微少に抑えることができ、従来の硝化脱窒で
みられるＮ2Ｏの発生がない等の環境的な利点がある。
【０００５】
　しかし、アナモックス菌は酸素や残留有機物により阻害を受けやすく、増殖速度も低い
ので、槽内を高濃度化とするのに長時間が必要であり、高濃度化を維持するのが困難であ
った。
【０００６】
　特許文献１には、アナモックス菌を網状物や不織布等に担持させた長尺状担体を反応槽
内に垂設し、アナモックス反応により廃水中のアンモニアを窒素ガスに還元して除去する
方法が開示されている。
【０００７】
　特許文献２には、硝化槽にアナモックス菌の包括固定ゲル又は自己造粒物、或いはアナ
モックス菌を表面に担持した担体を保持して、外周囲をアンモニア酸化細菌で覆った生物
膜二重構造体を形成させ、この生物膜二重構造体によりアンモニア性窒素を窒素ガスに還
元する方法が開示されている。
【特許文献１】国際公開番号ＷＯ２００５／０９５２８９号
【特許文献２】特開２００２－３４６５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　アナモックス菌を担持させた長尺状担体を利用する方法では、不織布形状の自由度が低
いため、反応槽の大きさおよび形状に律束され、均等な設置が困難である。また、槽内に
アナモックス菌を付着させた長尺状担体を投入する際に、不織布が多量の水分を保持して
いるため、投入時にかなりの労力を要し、担持させたアナモックス菌の剥離も発生する。
さらに、アナモックス菌付着量の把握が困難であること、および投入した担体に占める菌
体量が少ないことなどから、立ち上げ時の各種条件設定が困難である。アナモックス反応
の際に生成される窒素ガスにより、不織布等の担体から剥離したアナモックス菌は浮上、
流出するという問題がある。
【０００９】
　アナモックス菌を高分子ゲルに包括固定したものは、アナモックス菌が担体から剥離す
るという課題は解決するものの、ゲル表面付近のアナモックス菌のみが脱窒処理として有
効に作用するため、処理効率が低いという問題がある。また、アナモックス菌の自己造粒
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物を使用するものは、槽内を高濃度に維持できるが、アナモックス反応の際に生成される
窒素ガスが自己造粒物を包括し、浮上させるため、処理効率が低く、また、自己造粒物の
流出を防止する装置が必要である。さらに、アナモックス菌を表面に担持した担体を使用
するものは、アナモックス菌付着量の把握が困難であり、アナモックス反応の際に生成さ
れる窒素ガスにより、担体から剥離したアナモックス菌の浮上、流出という問題があるた
め、槽内の微生物濃度管理が複雑であるという課題がある。
【００１０】
　一般的にアナモックス菌の槽外への流出を防止するために、出口付近にスクリーン等を
設置する場合があるが、目詰まり解消、対策などのメンテナンスに手間がかかる。また、
アナモックス反応の阻害要因である流入水中のＳＳ対策として、沈殿槽および前処理槽を
設置し、沈降分離除去やろ材によるろ過等でＳＳを除去しているが、設備が大きくなると
共に、流入水の負荷変動に弱いという問題がある。
【００１１】
　本発明は上記のような従来技術に伴う問題を解決しようとするものであって、作業効率
のよい微生物担体を用いて、アナモックス菌の担体からの剥離を抑え、反応槽内の濃度管
理を容易とする排水の処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の要旨は、脱窒槽の内部に独立栄養性脱窒菌を充填し、脱窒槽に供給する原水中
のアンモニア性窒素を窒素ガスとして連続的に除去する脱窒装置の微生物担持体において
、培養したアナモックス菌を担持シートでろ過した後、ろ過面を内側にして円柱状に巻き
回し、所定の幅で切断してロール状担持体を構成するもので、培養した菌体を容易に担体
へ担持することができるので、自由度が高い担体を使用でき、槽内への設置も容易で作業
効率がよい。また、担持体をロール状に巻き回しているので、アナモックス菌の担体から
の剥離が極端に少ない。
【００１３】
　脱窒槽の内部に独立栄養性脱窒菌を充填し、脱窒槽に供給する原水中のアンモニア性窒
素を窒素ガスとして連続的に除去する生物脱窒装置において、片面にアナモックス菌を付
着させて円柱状に巻き回した所定の幅のロール状担持体を脱窒槽に配設し、ロール状担持
体の外周面を脱窒槽に内接させたもので、アナモックス菌の担体からの剥離が極端に少な
く、担体内部に高濃度に固定化できる。また、槽内への設置も容易で作業効率がよい。
【００１４】
　上記ロール状担持体を上下に通孔を有する押え板で挟持して、脱窒槽に内設しているの
で、設置場所のずれやロール状担持体の傾斜を防止すると共に、巻き戻りや水流による形
状の崩れを防止している。
【００１５】
　上記押え板で挟持したロール状担持体を所定の間隔を空けて脱窒槽に多段に配設すると
、十分に脱窒処理を行われなかった原水も、後段のロール状担持体でアナモックス菌と接
触し、脱窒処理が行われる。また、水流によりアナモックス菌がロール状担持体から剥離
しても、次段のロール状担持体で捕捉することができ、槽内の微生物濃度が低くなること
がない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は上記のように構成してあり、アナモックス菌の培養時に担体を使用することが
なく、また、培養した菌体を容易に担体へ担持することができるので、自由度が高い担体
を使用でき、槽内への設置も容易で作業効率がよい。また、担持体をロール状に巻き回し
ているので、アナモックス菌の担体からの剥離が極端に少なく、担体内部に高濃度に固定
化できる。さらに、担持体を槽内に多段に設置してあるので、反応槽の小型化が可能であ
り、基質が均等にアナモックス菌に接触できると共に、槽内の高濃度化が容易に維持でき
るので、立ち上げ時の条件設定が容易である。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は生物脱窒装置の縦断面図であって、密閉状の脱窒槽２の底部に接続した原液供給
管３より原液を供給する。脱窒槽２に流入した原液は、上向流で上昇し、ロール状担持体
４を挟持している下部の押え板５に到達する。押え板５の通孔５ａから侵入した原水は、
ロール状担持体４の繊維間を通過する間に繊維間に担持されているアナモックス菌６と接
触し、アナモックス反応と呼ばれる脱窒処理が行われる。原液中のアンモニア性窒素及び
亜硝酸性窒素は、アナモックス菌６により窒素ガスに還元され、脱窒槽２上部の排気管８
より排出される。脱窒処理された処理液は、ロール状担持体４を挟持している上部の押え
板５の通孔５ａより流出し、脱窒槽２の上方に連通している処理水管７より流出される。
【００１８】
　脱窒槽２に内設されているロール状担持体４は、高さ方向に所定の間隔を設けて多段に
設置してもよい。設置段数は脱窒槽の高さ／直径比や処理量、設定濃度等により適宜選択
する。ロール状担持体４は多数の通孔５ａをもった押え板５で上下を挟持されており、巻
き戻りや水流による形状の崩れを防止している。押え板５は脱窒槽２の内壁に固定してあ
り、設置場所のずれやロール状担持体４の傾斜を防止している。
【００１９】
　図２は担持シートにアナモックス菌を担持させた斜視図であって、担持シート９は繊維
又はフィラメントで構成される不織布、織布または網状物からなる。好ましくは成形性、
強度に優れ、微生物の付着性がよく、適度な空隙率が確保できる不織布を用いる方がよい
。
【００２０】
　培養したアナモックス菌６を担持シート９の片側全面でろ過すると、担持シート９の繊
維にアナモックス菌６が付着する。ろ過面を内周側とした状態で、担持シート９を円柱状
に巻き回す。脱窒槽２の内径に相当する径まで巻き回した担持シート９を適度な厚みで切
断して、図３に示すようにロール状担持体４としてある。ロール状担持体内４にアナモッ
クス菌６を高密度に固定化することができ、ろ過面を内周側としてあるのでアナモックス
菌６の剥離が少ない。高さ方向に適度な厚みがあるので、ロール状担持体４内のアナモッ
クス菌６と原水は十分に接触できる。また、密に巻き回されているので、アナモックス菌
６が自己造粒してグラニュール化してもロール状担持体４内に保持される。アナモックス
反応の際に生成される窒素ガスは、繊維間を通過して脱窒槽２の上方へ浮上する。
【００２１】
　ロール状担持体４の外周面は脱窒槽２に内接し、切断面が通水方向と直角であるので、
ロール状に巻き回した中央部から外周部まで、脱窒槽２内を上昇する原水の上向流と均等
に接触する。また、高さ方向に幅があるので、原水が通過する際に、アナモックス菌６と
の接触時間が長くなり、効率のよい脱窒処理を行うことができる。
【００２２】
　図４は押え板の斜視図であって、ロール状担持体４を上下で挟持し、脱窒槽２の所定の
位置に固定してある。薄板円板に多数の通孔５ａが設けてあり、ロール状担持体４全面に
均等に原水が流入できると共に、原水の通水を妨げて圧力損失が増大することがない。通
孔５ａの数や形状は、生物処理の妨げとなるものでなければ、特に何でもよく、格子状に
構成されたものであってもよい。
【００２３】
　ロール状担持体４を高さ方向に一定間隔の隙間を設けて多段に設置すると、上流側のロ
ール状担持体４で十分に脱窒処理を行われなかった原水は、後段のロール状担持体４でア
ナモックス菌６と接触し、脱窒処理が行われる。また、水流によりアナモックス菌６がロ
ール状担持体４から剥離しても、後段のロール状担持体４で捕捉することができ、槽内の
微生物濃度が低くなることがない。
【００２４】
　脱窒槽２に供給された原水に含まれる微細なＳＳや夾雑物やアナモックス反応により発
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生する余剰汚泥は、自重により脱窒槽２底部に堆積する。脱窒槽２の底部は夾雑物や余剰
汚泥が堆積しやすいように円錐状が望ましく、槽外に排出するための排出管１０が接続さ
れている。また、ロール状担持体４を多段に設置する場合には、ロール状担持体４間の各
隙間下方に排出管１０ａ、１０ｂ・・・が接続してある。
【００２５】
　処理水管には処理水の一部を循環水として脱窒槽２に戻す循環配管１１が接続されてい
る。本実施例では、循環配管１１の他端は原水供給管３に連結しているが、直接脱窒槽２
に連結してもよく、また、循環用のポンプ１２を用いて処理水を循環してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明に係る生物脱窒装置は、アナモックス菌が付着したロール状担持体により容易に
槽内の高濃度化を維持管理できる。アナモックス菌の槽外への流出は極めて少ないため、
流出を防止するために、出口付近にスクリーン等を設ける必要が無く、メンテナンスも容
易である。初期および運転停止後の立ち上げ時でも、担持体の取出し、補充、再投入が容
易であり、槽内での培養期間を必要としない。また、担持体を槽内に多段に設置すること
により、負荷変動にも強くなると共に、装置の小型化が可能であり、大きな設置面積を必
要としない。菌の取扱が容易で作業効率もよいので、脱窒処理を必要とする排水処理設備
に容易に設置可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】この発明に係る生物脱窒装置の縦断面図である。
【図２】同じく、担持シートの斜視図である。
【図３】同じく、ロール状担持体の斜視図である。
【図４】同じく、押え板の斜視図である。
【図５】従来のアナモックス菌を用いた窒素除去システムのフローチャートである。
【符号の説明】
【００２８】
　１　　生物脱窒装置
　２　　脱窒槽
　４　　ロール状担持体
　５　　押え板
　５ａ　通孔
　６　　アナモックス菌
　９　　担持シート
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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